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Basic experiments on relationship between onomatopoeias and
 judgment of comfort on haptic materials
－ Response to haptic materials and tactile sense －











































































【調査期間】2016 年 2 月下旬
【参加者】F 県内の保育園に通う 3 歳児 2 名（男児 1 名；
女児 1 名）、4 歳児 5 名（男児 1 名；女児 4 名）、5 歳児










大きさとなる 14 ㎝× 14 ㎝とした。
　②素材箱：被験者が触素材に触れる際は、素材が見え
ないように覆う箱（横 34 ㎝×縦 26 ㎝×奥行き 59 ㎝）に、





















③実験装置：素材箱に延長して SONY 社製 HDR-SR1
を固定した。なお、実験装置を固定した机は、横 89.5
㎝×縦 90.0 ㎝×高さ 51.5 ㎝、椅子は、横幅 29.0 ㎝×




























ングペーパー 220 が 3 名、サンディングペーパー 80、
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